
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４５１１

基盤研究(B)（一般）

2014～2011

能・狂言面の創出と派生に関する学際的研究

An Interdisciplinary Study of New Creation and Derivation of Noh and Kyogen Masks

９０２１１７９７研究者番号：

大谷　節子（OTANI, Setsuko）

神戸女子大学・文学部・教授

研究期間：

２３３２００５６

平成 年 月 日現在２７   ６ ２６

円    15,900,000

研究成果の概要（和文）：片山家、梅若家、金剛家、粟谷家、大西家、塚本家、北島家、蛸井家、清和家、勝山市村岡
町滝波、同谷地区所蔵面、揖宿神社、関市春日神社、江沼神社、興敬寺、賀多神社、清水寺、伊和神社、天河弁財天社
、奈良豆比古神社、正福寺、柳生八幡神社、妙法院、神宮寺、白髪神社、老神神社所蔵面、ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞ民族博物館、ｹﾙ
ﾝ東洋美術館、ｹﾙﾝ大学演劇研究所、ﾌﾞﾚｰﾒﾝ海外博物館、ﾊﾝﾌﾞﾙｸﾞ美術工芸博物館、ﾍﾞﾙﾘﾝ国立ｱｼﾞｱ美術館、ﾍﾞﾙﾘﾝ国立民
族博物館、ﾗｲﾃﾞﾝ国立民族学博物館の能面調査及び赤外線撮影を行ない、能面年代測定ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築した。

研究成果の概要（英文）：We researched and took infrared photographs of No and Kyogen Masks in the 
collections of the Katayama family, the Umeoka family, the Kongo family, the Awaya family, the Onishi 
family, the Tsukamoto family, the Kitajima family, the Takoi family, the Seiwa family, Takinami 
Muraoka-cho Katsuyama, Tani Muraoka-cho Katsuyama, Ibusuki Shrine, Kasuga Shrine, Enuma Shrine, Koukyouji 
Temple, Gata Shrine, Kiyomizudera Temple, Iwa Shrine, Tenkawabennzaitenn Shrine, Naratsuhiko Shrine, 
Shofukuji Temple, Yagyuhatimann Shrine, Myohoin Temple, Jinguji Temple, Shiragami Shrine, Oigami Shrine, 
Voelkerkundemuseum der J. & E. von Portheim-Stiftung Heidelberg, Museum fuer Ostasiatische Kunst, 
Theaterwissenschaftliche Sammlung, Universitaet zu Koeln, Ueberseemuseum, Museum Fuer Kunst Und Gewerbe, 
Museum fuer Asiatische Kunst, Staatliche Museen zu Berlin-Preussischer Kulturbesitz, Staatliche Museen zu 
Berlin, and Rijksmuseum Volkenkunde.

研究分野：国文学

キーワード： 能面　狂言面　神楽面　翁面　三番叟面　近赤外線調査　非破壊調査　Ｘ線調査

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
能・狂言面研究は、能・狂言研究の重要な
一角であるにも関わらず、文学史・中世史・
芸能史・美術史など、複数の分野に亘る研究
テ－マであることに加え、所蔵が個人や地方
の寺社であるために調査に制約が伴うこと
が障害となり、これまで、多角的総合的見地
からの体系的研究が行われてこなかった分
野である。本研究は、これまでに、平成１５
-１６年度科学研究費補助金〔基盤研究（Ｃ）
(２)〕(研究課題名「能・狂言面のデータベー
ス化のための基礎的研究」課題番号
15520128）、平成１８-２１年度には、科学研
究費補助金〔基盤研究（Ｂ）〕(研究課題名「仮
面データベース構築に基づく能・狂言面の総
合的研究」課題番号 18320046）を受け、本
研究開始までに国内外の能・狂言面データベ
ースの雛形を作成を作成していた。これらの
調査実績をもとに、さらに文化財非破壊測定、
ならびに成分分析の最新技術を駆使した調
査によって、科学的な分析を加える必要があ
った。 
 近年、能・狂言面研究の重要性への認識は
高まり、この研究テーマに関心を持つ若い研
究者も増えてきたが、能面に関する基礎的文
献の多くは正確な翻刻すらないのが現状で
あり、能面研究を能楽研究の中に位置付ける
必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、国内外に所蔵される能・狂言面を
網羅的に調査し、面の表裏に記される銘文、
印鉋、所蔵印、極め書き等の文字データを採
取することによって、客観的年代情報をデー
タベース化し、十分なデータを基に選定した
年代基準面を手掛かりに、芸能史・美術史・
文化財修復保存科学等の複眼的視点から
能・狂言面の創出と派生の過程を跡付け、作
例の変化と能・狂言の作品、及びその享受史
との関わりを明らかにすることを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
（１）日本内外に所蔵される能・狂言面を網
羅的に調査し、近赤外線撮影によって、面の
表裏に記される銘文、極書、印鉋、所蔵印を
判読する。 
（２）マイクロスコ－プ、ファイバーマルチ
チャンネル分光器などの非破壊的手法を用
いて、木地、漆、顔料、膠着剤などの材料を
科学的に分析する。能面の彩色材料は、時代
的な変遷、地域的な差異を示す重要な情報と
なり得るものである。一般に顔料分析の非破
壊的な手法としては、分析装置を備えた施設
における、蛍光Ｘ線元素分析による元素分析
とＸ線回折分析による結晶解析を併用する
方法、ラマン分光分析によるスペクトル解析、
可視分光分析によるスペクトル解析などが
あげられるが、本研究の調査ではファイバー
マルチチャンネル分光器を用いた可視分光

分析を行う。文化財資料に対してレーザーラ
マン分光分析法を適用するために比較とな
る標準試料のラマンスペクトルおよび考古
資料のラマンスペクトルは、高妻によって収
集・蓄積されており、彩色材料の分析におい
て正確な同定が可能である。顔料分析調査は、
所蔵されている現地での調査と、独立行政法
人国立文化財機構奈良文化財研究所内実験
室への持ち込みによる調査の、二つの調査形
態に分かれる。 
（３）叙上の方法によって、あらゆる年代測
定情報を集積し、構築中の能・狂言面に関す
る総合的なデータベースを補完する。 
 
４．研究成果 
国内では片山家、梅若家、金剛家、粟谷家、
大西家、塚本家、北島家、蛸井伊右衛門家・
清和政右衛門家（黒川能）の所蔵面、大阪府
八尾市立博物館寄託個人所蔵面（翁面・三番
叟面・父尉面）、魚町能楽保存会所蔵面（一
部）の他、勝山市村岡町滝波、同谷地区所蔵
お面さん祭面、鹿児島県揖宿神社面、鹿児島
県枚聞神社面（展示面調査）、岐阜県関市春
日神社、石川県尾山神社、同江沼神社、滋賀
県興敬寺、三重県賀多神社（再調査）、島根
県安来市清水寺、岐阜県富加町伊和神社、奈
良県天河弁財天社、奈良豆比古神社、正福寺、
柳生八幡神社、京都市妙法院、徳島県神宮寺、
白髪神社、熊本県老神神社、福岡市博物館（再
調査）、金沢能楽資料館、立花家史料館の各
所蔵面、海外では、ハイデルベルク民族博物
館 Völkerkundemuseum der J. & E. von 
Portheim-Stiftung Heidelberg、ケルン東洋
美術館 Museum für Ostasiatische Kunst、ケ
ル ン 大 学 演 劇 研 究 所
Theaterwissenschaftliche Sammlung, 
Universität zu Köln、ブレーメン海外博物
館 Ueberseemuseum、ハンブルグ美術工芸博物
館 Museum Fuer Kunst Und Gewerbe、ベルリ
ン国立アジア美術館 Museum für Asiatische 
Kunst , Staatliche Museen zu Berlin - 
Preussischer Kulturbesitz、ベルリン民族
博物館 Staatliche Museen zu Berlin（以上、
ドイツ）、ライデン民族学博物館 Rijksmuseum 
Volkenkunde（オランダ）所蔵面の悉皆調査
撮影を行った。 
上記所蔵面の調査データに基づき、面の表
裏に記される銘文、極書、印鉋、所蔵印を判
読し、各所蔵ごとの調査報告を作製した。 
能の家では、本科研期間中の調査としては
金春家、金剛家、梅若家、粟谷家、大西家所
蔵面についての調査が完了し、金春家につい
ては、東京国立博物館所蔵の金春家旧蔵面と
合わせて、金春家伝来面全体の調査が完了し
たこととなる。金春家伝書、金春家書上との
対照作業を進め、データベース作成のための
基礎データを蓄積することができた。片山能
楽。京舞保存財団所蔵面については、尉面を
完了し、女面の一部の調査を終えた段階であ
る。粟谷家所蔵面については、研究協力者の



見市康男氏と共に、『粟谷家所蔵能面選』（粟
谷能夫監修発行、2014 年）の 1～48 頁におい
て、その研究成果をまとめた。 
また、本研究によって得られた所見は、国
際研究集会「見つめる能面・能面を見つめる」
（2014 年 11 月 29 日･30 日、神戸女子大学ポ
ートアイランドキャンパス）において、大谷
節子「能面研究の射程」、高妻洋成「材料科
学の視点から見る能・狂言面」宮本圭造「民
俗芸能の視点から見る仮面」の論題で研究発
表を行なった。研究発表内容は勉誠出版より
『能面を科学する（仮題）』として 2015 年度
内に刊行予定である。 
本研究の特色に、文理融合の学際的研究方
法が挙げられるが、天河弁財天社、奈良豆比
古神社、正福寺、柳生八幡神社所蔵面につい
ては、Ｘ線撮影、マイクロスコ－プ、ファイ
バーマルチチャンネル分光器などの非破壊
的手法を用いて、内部状態や、木地、漆、顔
料、膠着剤などの材料を科学的に分析を行っ
た。木造文化財の彩色の分析においては、フ
ーリエ変換赤外分光分析と熱分解ガスクロ
マトグラフィ質量分析により、漆塗装、膠塗
装および油系塗装の判別をおこなうことが
可能となったため、この手法により、能面な
どの彩色の材質分析を精度よく実施するこ
とができるようになった。また、テラヘルツ
分光イメージングにより、彩色文化財の塗装
構造を非破壊で調査できるようになった。奈
良豆比古神社の癋面の彩色を顕微鏡観察お
よび蛍光Ｘ線元素分析により調査した結果、
基本的に木地側から白下地の上に赤色彩色
があり、その上にさらに白色層と褐色層がの
ることから、少なくとも彩色の修理がなされ
ていることが明らかになった。また、面全体
から鉛が検出されていること、上部の彩色が
失われ木地の上の白色層のみが残っている
部分からの鉛の検出が大きいことから、本来
の白下地には鉛白が用いられている可能性
が高い。下層に認められる赤色彩色からは水
銀が検出されており、水銀朱が用いられてい
るものと考えられる。上層の修理における赤
色彩色からも水銀が検出されており、修理に
おいても水銀朱が用いられているものと考
えられる。眼には金色を呈する金属が嵌めら
れているが、蛍光Ｘ線元素分析からは銅、金、
水銀、ヒ素が検出されていることから、銅製
の眼の形に成形したものにアマルガム法を
用いて金鍍金を施したものが嵌められてい
るということができる。また、ヒ素が検出さ
れていることから用いられた銅合金はヒ素
銅である可能性が高い。本癋面は応永期の作
であり、その彩色技法について今後さらなる
詳細な調査を実施することは、我が国の彩色
技法の変遷を追求する上できわめて重要な
ものである。 
天河弁財天社所蔵面の内、十郎元雅奉納の
尉面について、顕微鏡観察、近赤外線画像撮
影、Ｘ線ラジオグラフィ、蛍光Ｘ線元素分析
ならびに赤外分光分析をおこない、墨書の解

読の他、能材が寺伝に等しくクスノキである
こと、彩色の材料として、黄土、胡粉、辰砂、
鉛丹、鉛白の存在が示唆されること、展色剤
には膠が用いられていること、植毛部分の穿
孔の詳細な画像が明らかとなった。材質がク
スノキであることの同定には、杉山淳司氏
（京都大学大学院文学研究科教授）の協力を
得ている。なお、能面の塗装構造を正確に把
握するための研究として、キトラ古墳壁画調
査で有効であったテラヘルツ分光イメージ
ングを適用したところ、能面の彩色層の剥離
が生じている部分を明瞭にとらえることが
できた。未発表ではあるが、下地に鉛白が施
され、後世に胡粉で修理が施された能面に対
して、テラヘルツ分光イメージングを適用し
たところ、当初の鉛白が残存する部分を明瞭
にとらえることができ、テラヘルツ分光イメ
ージング技術の有効性が明らかとなった。 
この他、大阪府八尾市の文化財指定を受け
た個人所蔵面の調査では、翁面・三番叟面・
父尉面三面の裏面に共通する戦国期の墨書
に加えて、「金剛大夫」の銘を赤外線撮影に
よって判読することができ、面の伝来の解明
の大きな手がかりを得ることができた。福井
県勝山市村岡町滝波お面さん祭、同市谷地区
お面さん祭に使用される面調査にておいて
は、農耕儀礼と翁面の関係を考える上で、示
唆に富む事例を観察することができた。鹿児
島県揖宿神社の調査では、同社で行われた神
舞（神楽系芸能）に用いられた仮面の調査を
行ったが、従来江戸後期の作と見られていた
四面が、江戸時代以前に制作された面である
可能性があることが、尉面・姫面・狂言面と
の共通性から推測される。九州には八代市に
伝来する黒色の仮面も含め、猿楽面の創出、
展開を考える上で貴重な作例が見られるこ
とが確認できた。また、島根県安来市清水寺
は近年摩多羅神像が再発見された天台系寺
院であるが、同寺に所蔵される面群は石見地
方の芸能伝承について考える上でもきわめ
て重要な作例であり、今回の調査によって、
中世に遡る古面の可能性が高く、同一の作者
と見られる面が複数あることが明らかにな
った。このように、地方の神社や寺院に残さ
れた仮面群には、能・狂言面のみならず神楽
面のほか、延年に用いられたと思われる宗教
面が含まれており、その創生と派生は、能・
狂言の枠を超えて考察しなければならない。
新たな問題の設定が今後の課題である。 
能面に関する基礎的文献の収集、飜刻の成
果は、今後紀要などの形での公刊を進めてい
く。 
今回の調査によって、能・狂言面の創出と
派生を考える際に、海外に所蔵される能・狂
言面の中にも重要な面があることが確認さ
れた。海外に所蔵されている面の中には、そ
の名称も誤って所蔵されているものも少な
くなく、目録化されていないものの中にも古
面が含まれていた。本調査によって、所蔵機
関での位置付けが大きく変わったものもあ



り、国際交流にも一定の役割を果たすことが
できたものと思われる。 
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